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国語 平成２２年度埼玉県小・中学校学習状況調査において、県、南部管内ともに正答率(%)が低い問題

◇中２国語「古典の文章の展開に即して内容を捉える」問題 → ５(1)県４９．８%、南部管内４９．７%

(2)県４５．９%、南部管内４５．７%

◆指導上の改善ポイント

(1)の問題の正答は「とおりあわせ」である。「語頭以外のハ行はワ行に変わる」という原則に

則って回答させたい。誤答としては、次の①～③のパターンがある。

①「とほりあわせ」「とおりあはせ」→片方しか直せなかった回答例。

②「とおりおうせ」→「あわせ」を「あうせ」と直し、「『ア段音＋う』は『オ段音＋う』に変

わる」という原則に則って回答してしまった例。

③「とうりあって」等→「『現代かなづかい』に直しなさい」という指示を、「『現代語訳』に直

しなさい」と捉えてしまった回答例。

(2)の問題の正答は４である。まず、古典は難しい、嫌いだ、と決めつけている生徒は、この話

のおもしろさに気付きにくいことを強調したい。次に、この話において展開に即して内容を捉える

ためには、古文中に出てくる会話文等の言動が「田夫」のものか、「隣郷の百姓」のものかを判断

させていくことが大切である。

１ 音読指導と並行した「現代仮名遣いに改めさせる」指導

(1)では、「現代仮名遣いに改める」ことと「現代語訳する」ことを混同した誤答が多かった。

日常の授業において、「古典の文章を繰り返し音読して、そのリズムに気付かせるような音読指

導」と並行した「現代仮名遣いに改めさせる指導」を丁寧に行うことが大切である。

２ 古典に親しませる指導

(2)は古典の文章の展開に即して内容を捉えることができる力を問うものであるが、その基盤

となるのが、古典の世界への親しみであり、興味・関心である。上記１の指導とともに、古典に

は様々な種類の作品(和歌、俳諧、物語、随筆、漢文、漢詩など)があることを、小学校から親し

んできた様々な古典と結び付けることで知らせたい。
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国語 平成２２年度埼玉県小・中学校学習状況調査において、県と南部管内の正答率(%)の差が大きい問題

◇中２国語「集めた材料を分類するなどして整理する」問題

→ 県２２．２% 南部管内１６．７%（－５．５%）

◆指導上の改善ポイント

(1)の問題の正答は「学習コーナーの図書の利用の仕方」である。誤答としては「学習コーナー

の利用の仕方」、「学習コーナーの図書の貸し出し」、「学習コーナーの図書の注意事項」等が考え

られる。

１ 「書く時間の設定」と「交流の時間の設定」

この問題を解くには、説明全体の構成と各段落(本問題ではメモ①～メモ④)の役割を捉えるこ

とができる力が必要となる。授業においては、各段落の役割を十分考えて文章を構成する力がつ

くような単元を計画したい。そこで、例えば「図表などを用いた説明や記録の文章を書く時間」

を設定し、授業の終末には「書いたものを４人以下のグループで、じっくり読ませる交流の時間」

を設けるなどの工夫が考えられる。見通しをもった単元計画の下、生徒同士が書いたものを交流

することを楽しみにして、集中して書く時間を設定したい。

２ ねらい(指導事項)を明確にし、言語活動例を基にした言語活動の展開

新学習指導要領では、小・中ともに、「指導事項を言語活動例を通して指導すること」を一層

重視している。ねらい(指導事項)を明確にし、言語活動例を基にした言語活動の展開は、国語科

授業の喫緊の課題である。以下に、本問題に関連した、第１学年の３領域における「身に付けさ

せたい指導事項」及び「言語活動例」をまとめた。

領域 身に付けさせたい指導事項 言語活動例

書くこと 集めた材料を分類するなどして整理するととも 図表などを用いた説明や記録の文

に、段落の役割を考えて文章を構成すること。 章を書くこと。

読むこと 文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見 文章と図表などとの関連を考えな

などとを読み分け、目的や必要に応じて要約した がら、説明や記録の文章を読むこ

り要旨をとらえたりすること。 と。

話すこと 話す速度や音量、言葉の調子や間の取り方、相手 日常生活の中の話題について報告

・聞くこ に分かりやすい語句の選択、相手や場に応じた言 や紹介をしたり、それらを聞いて

と 葉遣いなどについての知識を生かして話すこと。 質問や助言をしたりすること。
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